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「学ぶ事の意味」校長 野々村 卓

あけましておめでとうございます。昨年から始まった「新型コロナウィルス」の影響は新
年になってさらに拡大し、2度目の緊急事態宣言が出された地域も出ました。皆さんも感
染症予防を万全にして学校生活を送ってください。
生徒の皆さんは、松江東高の生活の中で教科の学習、課題探究学習、部活動の3つに

挑戦しています。これはすべて、皆さんは何かを学んでいるということです。高校生の皆さ
んに「勉強は好きですか？」と聞くと、日本の高校生は「嫌い」と答える人が多いかも知れ
ません。しかし、「何のために学ぶんですか？」と問えば「自分の将来のため」と答えること
が多いと思います。それでは将来のためとは、どのようなことでしょうか。

明治時代のベストセラー『学問ノススメ』を書いた福沢諭吉は、「学ぶ」ことで個人が独立
し、その家が独立し、国家が独立する事ができると言っています。個人が「独立する」とは、
今で言う「自立する」に近い言葉だと思います。「自立するために学ぶ」ということでしょう。
では、「自立する」とは何でしょうか。今の高校生に聞けば、「自立する」＝「就職する（自分
で生計を立てる）」と答える人いるかもしれません。

しかし、「自立する」とはただ単に「就職する」ことだけを意味するものではありません。大
人になると、世の中で日々起こる様々なことに対して、自分なりに考えて判断し行動するこ
とが求められます。そのためには様々な知識や考え方を知る必要があります。例えば、現
在の日韓関係、日中関係はあまり良好とは言えません。直接には領土問題などが理由で
すが、明治時代以降の歴史的背景を知らないと、現在の日韓、日中関係を理解すること
はできません。また、部活動で仲間と一緒に悩んだり、課題探究活動の中で、仲間や社会
の大人とコミュケーションをとりながら、課題解決に向かうことは大切な経験となります。こ
れらの高校時代の学びに真摯に向かっていくことが、将来大人として「精神的に自立す
る」ために必要な知識や考え方を学ぶことができます。

また世界では学ぼうと思っても、「性別が女性」という理由だけで学ぶことが許されず、そ
のことを批判した少女が、2012年に銃撃されるという事件がパキスタンで起きました。その
少女がマララ・ユフスザイさんです。彼女は、11歳のころから、女性に対する教育の権利を
表明したために、15歳の時にバスの中で銃撃されました。その後奇跡的に回復し、女性
の権利拡大のために活動し、2014年にはノーベル平和賞を受賞しています。彼女の銃撃
事件に対する受験を控えた当時の高校生の意見を紹介します。

「彼女の命が助かって良かったと思うと同時に、勉強する意義とは何か考えました。彼女
にとって勉強とは、生きることであり、存在の証明ではないかと思います。自発的に始め、
楽しむものだと考えているのではないでしょうか。…（中略）…日本では教育を受ける権利

が保障され、勉強ができることにもっと感謝しなければ。自ら目的を持ち、楽しんで学ばな
ければ、と思います。」

松江東高校で学ぶ皆さんは、何不自由なく学べるチャンスがあります。ぜひそのチャン
スを生かして、しっかりと学び「自立への道程」を歩んでいってほしいと思います。



１年生 総合的な探究の時間 活動報告

～1年生島根大学理系学部研究室訪問～

11月6日に島根大学との高大連携事業として本校の1年生を対象とした理系学部の研
究室訪問がありました。2年前に生物資源科学部との連携が始まり、昨年度から総合理工
学部、本年度には医学部も参加し、計12の研究室にご協力いただき、大学での学びにつ
いて本校の生徒にお話ししていただきました。
オンラインで８つの研究室と本校の教室を繋ぎ、4つの研究室には実際に来校いただき

ました。研究室紹介では前半に大学で学ぶことや入学後の生活スタイルの変化等につい
てお話がありました。最も多くの生徒が参加した看護学科では、島根大学の看護学科の
特色として、地域に出向いての研修を多く取り入れていることなどをお話しいただきました。
後半では、実際に大学で学ぶ内容の講義を受けました。内容が難しいものもありましたが、
生徒たちは、自分が興味を持った分野の講義に興味深く聞き入っていました。

また、来校いただいた先生には、授業に使う教材に触れる機会も設けていただき、生徒
が大学の学びを体感する良い機会になりました。

～1年生 島根大学 丸山先生 授業「大学」～

12／17（木）7限の1年生LHRにて、島根大学の5名の学生の方々に来ていただき、授
業をしていただきました。それぞれの学生に高校時代や大学生活について話してもらい、
生徒から大学生への質問に答えていただきました。中でも、2年次の文理選択や卒業後

の進路選択について特に詳しく語っていただき、1年生は熱心に話を聞いていました。



２年生 総合的な学習の時間活動報告

12月14日（月）に「MATSUE探究」成果発表会をくにびきメッセにて行いました。これまで２年
生は、「総合的な探究の時間」の授業の中で40班にわかれ企業や地域の方々（32団体）と協

働して課題解決に向けて取り組んできました。探究成果について、企業や教員など大人の
方々、他の生徒からの指摘やアドバイスを受けるなど、充実した時間となりました。当日は、
検温、マスク、手指消毒、座席の間隔をあけるなど十分な感染症対策を行っての実施でした。
午前中は、ポスターセッション（代表決め）、午後は代表班によるステージ発表と一般社団法
人Glocal Academy理事長の岡本尚也氏の講演会でした。

お忙しい中、お越し下さった企業や地域の方々、教育関係の皆様、そして快く本校の活動
に協力していただいた皆様まことにありがとうございました。

１年生の球技大会が12月7日（月）、２年生の球技大会が12月3日（木）に行われました。

今年は体育館の中でなるべく密集を避けるため、学年ごとに分けて開催しています。どのク
ラスも、白熱したバスケットボールの試合を繰り広げていました。各クラスで応援をして、クラ
スの団結力もいっそう高まりました。



島根県立松江東高等学校
〒690-0823 島根県松江市西川津町510番地
TEL: 0852-27-3700(代表) FAX: 0852-27-3703
HPアドレス https://www.matsuehigashi.ed.jp/

学校だより「EAST NEWS」(カラー版)はホームページ

にも掲載しています。バックナンバーもありますので、
ぜひご覧ください!!

編集・発行 松江東高校魅力化推進部

【1月】
4日 マーク演習(3年)～５日
12日 始業式
16日 大学入試共通テスト(3年)

～17日
土曜講座⑥

18日 共通テスト自己採点
（3年）

19日 推薦選抜
進研模試(2年)～20日
進研模試(1年)

23日 進路検討会⑤
27日 ＥＴＣ⑥
30日 全統模試（1、2年希望

者）

【2月】
8日 進研模試(2年)～9日
12日 試験発表
19日 学年末試験～25日

【3月】
1日 補習科修了式
2日 卒業式
4日 入学者選抜検査

～5日
6日 代ゼミM模試（2年希

望者）
10日 ETC⑦
12日 合格発表
13日 土曜講座⑦

スタサポ（1年）
15日 防災避難訓練(地震)
24日 終業式・離任式
26日 入学予定者会

補習科入試
30日 補習科合格発表

【行事予定 令和2年度】

☆各部活動の活躍☆
〔体育部(選手権・選抜等)〕

・バスケットボール部：（男子）…ウィンターカップ2020（第73回 全国高等学校バスケットボール
選手権大会）
1回戦 松江東 72ｰ102 法政大学第二高校（神奈川）

・ボート部：選抜中国予選
（男子）…舵手付きクォドルプル（三谷・原・長棟・村上・坂根）…3位（全国選抜出場）

ダブルスカル（田中・松田）…2位（全国選抜出場）
（女子）…舵手付きクォドルプル（矢引・和田・高本・中村・渡部）…3位（全国選抜出場）

・テニス部：第１９回島根県高等学校体育連盟テニス部 学年別テニス大会（1年生の部）
シングルス(男子) 來海智哉…優勝

富田悟生…ベスト８
(女子) 岩田京華…２位

・ハンドボール部：全国選抜大会県予選
（男子） 3位（中国新人大会出場）
（女子） 4位（中国新人大会出場）

・ソフトテニス部：島根県高等学校ソフトテニス新人戦
（女子） 団体戦 4位（中国新人大会出場）

・剣道部：島根県高校剣道新人戦
（女子） 団体戦 2位（中国新人大会出場）

個人戦 宮前実羽 ベスト８（中国新人大会出場）

〔文化部〕
・書道部：第44回全国高等学校総合文化祭 書道部門 優秀作品展示 作品審査会…特別賞 柿永智哉


